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職員人件費　 （＝人員（人工）× 7,696 千円）

重点プロジェクト □該当　　■非該当 評価時期
□中間
■事後

事務区分
■自治
□法定受託

別紙２　　　　　　　事務事業評価（事後評価）シート　【平成29年度】

主管課名（担当名） 農林課（林務・自然保護担当）

事務事業名 春国岱ふるさとの道整備事業 事業番号 12690

２　事務事業の概要と目的

対　象

事務や事業が対象としている人
や団体など

根室市民、観光客

対象者の今後の予想 根室市民、観光客

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 自然資源の賢明な利用促進

施策目標 人と自然が共生しその恵みを次世代へ引き継ぐまち

目標値
（H32）

目標値
（H37）

春国岱遊歩道の整備率

活動内容

（事業の概要や具体的な内
容、方法など）

　自然災害（暴風・高潮・高波）により破損した「風蓮湖・春国岱」の木道を整備し、貴重な自然環境を
保全し、併せて自然教育の場としての活用を図り、地域社会の振興に寄与する。

意　図

（どの様な成果を得ようとして
いるのか）

　自然環境や景観に配慮し、耐久性・経済性・維持管理等を総合的に考慮したなかで、「春国岱ふる
さとの道整備工事」を実施し、全ての木道コースを開通させるとともに、希少な自然環境の保全を理
解する場や大切な観光資源としての活用を図る。

３　事務事業の現状

事業費　（＝下記内訳計）

H29予算 H29決算

活動指標名
計画値
（H27）

実績値

H30予算

100,095 98,280

国道支出金

地方債

3,848 3,848

総事業費　（＝事業費＋職員人件費） 103,943 102,128

一般財源 95 0

人員（人工） 0.50 0.50

内

訳 その他 100,000 98,280

単位コスト実績値　１　（＝総事業費÷成果実績値） 1,039 1,021

単位コスト実績値　２　（＝総事業費÷成果実績値）



４　事務事業の見直し状況や行政課題など
　　（事前評価にかかげた課題について記入）

見直し状況 □検討中　　□見直し・改善済み　　□見直しをしたが改善に至っていない　　□検討していない

見直しの内容など

今後の動向・市民ニーズなど

ウ．
事業内容の中で、見直し
を行う必要はありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

　平成２８年度に自然保護団体等との意見交換を実施し、地元要望を参考とした上で整備を進めた
ことから、公平性があり、地域社会の振興に寄与しているため。

エ．
単位コストまたは事業費
を工夫できるアイデアは
ありますか

□ある　　□一部ある　　■ない

　利用可能な木材等については、再利用することを検討したが、木材の劣化が激しく再利用すること
はできなかった。湿地帯での実績が有るダイアモンドピア工法に加え、耐久性に優れた「イペ材」を
採用するなど、恒久的な災害対策と自然環境への負担が少ない方法で整備を実施することとした。

５　事務事業の評価

ア．
意図する成果に有効に結
びついていますか

■結びついている　　□一部結びついている　　□結びついていない

　春国岱の自然景観の魅力の１つである、「世界でも２例しかない砂丘上のアカエゾマツ林」まで散
策することが可能となり、希少な自然環境を保全する意義を理解する場や大切な観光資源との活用
が図られている。

イ．
市以外がその事業に取り
組むことは可能ですか
（民間、ＮＰＯ等）

□可能　　□一部可能　　■不可能

　木道の管理者である市が実施すべきものである。

６　事務事業の今後の方向性

今後の方向性

□現状のまま継続
□見直しのうえで継続　（□拡充　　□手段を見直す　　□効率化　　□簡素化　　□統合・振替）
□終期設定あり　（H　　年度末終了予定）
□休止
□廃止
■完了

作成年月日 平成30年6月

オ．
他の事業との統合につい
て可能性がありますか

□ある　　■一部ある　　□ない

　　「風蓮湖・春国岱」は世界有数の野鳥の楽園であり、自然環境教育の場としての利用のほか、野
鳥観察の場としても利用されていることから、観光分野とのより一層の連携が求められている。

カ．
受益者に負担をいただく
（又は負担を見直す）可
能性はありますか

□ある　　□検討の必要性がある　　■ない　　□既に負担がある

　木道の管理者である市が実施すべきものである。


